
【別紙９-2】

１．取付予定の災害バルク、石油タンク

容量

(kg・Ｌ)
基

総容量

(kg・Ｌ)

① 500 × 1 ＝ 500

② × ＝

③ × ＝

500

250

２．災害時使用する機器の消費量

種類 品　　番
消費量

(㎏・Ｌ/h)

３日使用

する時間
台数

総消費量

(kg・Ｌ)

①-1 発電機 ○○○○ 2.5 × 72 × 1 ＝ 180

①-2 発電機 × × ＝

①-3 発電機 × × ＝

× × ＝

× × ＝

× × ＝

× × ＝

× × ＝

× × ＝

× × ＝

× × ＝

180

 注）設置機器の消費量は定格である必要はない ー 70

設置先名：●●●オート　●●SS

燃料消費量計算書

　（ＬＰガススタンド用）

・LPガス災害バルク（品番）

・石油タンク（油種）

軽油

※ ＬＰガス、石油残量（備蓄量）が設置機器の総消費量を上回ることが要件となります。

　　また、3日間の中で使用する時間は、実態にあわせた時間を記載してください。

残量50％ 合計　Ⅱ

合計 Ⅰ

○○Kw ÷ 14 ＝ 消費量（kg/h）

例）10.5kw ÷ 14 = 0.75kg/h

残量50％

合計　Ⅱ

●カタログに掲載され

ている品番を正しく記

載し、申請書５

、見積書とも一致さ

せること。

●発電機は原則72時間稼働としま

す。『大規模災害時においてのオート

ガススタンドの運用について』の内容と

整合性をとり、また、ＬＰガススタンド

の運用マニュアルがあれば、それにあっ

た稼働時間を記載すること。

●定格消費量ではなく、

実体に合った消費量を

記載する(発電機・GHP

は安定運転時消費量)

●法人名ではなく、設置先施設名を記載すること

『合計Ⅱ』がマイナスになった

らNG！選定したバルク容

器・石油タンクの容量が足り

ない。

●バルクはセンターHP掲載の「参考品番一覧」に記載されている品

番等を記載、-01、-05等の枝番は記載しないこと。

●シリンダーの場合「50ｋ容器」と記載すること。

●石油タンクの場合は、油種を記載のこと


